
 

 

 

 

  

  

半田市ＤＸ推進計画（第２期）概要版 

Ⅰ 計画の概要 

■計画策定の目的 

DX 推進計画は、行政サービスのデジタル活用と業務改善を一体的に進め、市民の利便

性と職員の働きやすさを両立させ、市民一人ひとりの暮らしに寄り添う「ぴったりの行政」を

実現するための中期的な道筋を示すものです。 

デジタル化を単なる効率化の手段ではなく、より良い暮らしと持続可能な行政の仕組みを

生み出すための変革として位置づけ、 

市民・職員・地域がともに育ち合う「人を中心としたデジタル社会」の実現を目指します。 

 

■計画期間 

令和８年４月～令和１３年３月 

ＤＸで実現する わたしの暮らしに“ぴったりの行政” 

 Ⅲ これまでの取組と今後の課題 

Ⅱ 背景 

 社会のデジタル化が急速に進む一方で、人口減少や少子高齢化により、行政職員の確

保が難しくなるなど、地域を取り巻く環境は大きく変化しています。 

市民のニーズも多様化・高度化し、従来の仕組みや働き方のままでは、持続的かつ安定

的に行政サービスを提供し続けることが難しくなっています。 

第１期 DX推進計画（令和５～７年度）では、RPA・AI-OCR・キャッシュレス化・オンライン

申請など、「紙を電子化する」段階の取組を進め、一定の成果を上げました。  

第２期では、今後は、業務や制度そのものを見直し、デジタルを前提とした行政運営へと

発展させる段階にあり、デジタル技術の進展（クラウド・生成 AI・ゼロトラストなど）は、行政

の仕組みを変えるチャンスでもあります。 

■これまでの取組 

 

■今後の課題 



   Ⅳ ＤＸ推進にあたっての基本的な考え方と５つの方向性 
半田市のＤＸを進めるにあたっての「基本的な考え方」と「方向性」です。 

６つの考え方は、ＤＸの取組全体を通して大切にする“進め方の土台”であり、 

５つの方向性は、その土台のもとで具体的に進む“歩みの道筋”を示しています。 


